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台
湾
に
と
っ
て
、
対
中
関
係
は
内
政
で
あ
り
、
外
交
で
も
あ
る
。

中
国
と
向
き
合
う
な
か
で
、
台
湾
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
関
係
上
の
課

題
を
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国
連
機
関
へ
の
参
加
問
題
や
東

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
な
ど
、
米
国
、
日
本
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
テ
ー

マ
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
外
交
の
領
域
で
あ
る
。

　

た
だ
、
台
湾
の
憲
法
で
は
、
中
国
大
陸
は
依
然
と
し
て
「
中
華
民

国
」
の
領
土
で
あ
り
、
制
度
上
、
中
国
大
陸
と
の
関
係
は
内
政
問
題

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

台
湾
で
中
国
問
題
を
扱
う
省
庁
は
外
交
部
で
は
な
く
、
大
陸
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。
重
要
な
対
中
政
策
は
通

常
、
総
統
直
属
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
国
家
安
全
会
議
」
で
各
省
庁

の
意
見
を
集
約
し
、
最
終
的
に
は
総
統
自
身
が
判
断
を
下
す
。

　

中
国
も
こ
の
点
で
は
同
様
で
、
台
湾
問
題
は
台
湾
以
上
に
厳
格
に

内
政
問
題
と
規
定
さ
れ
、
外
国
の
介
入
を
極
端
に
嫌
う
。
国
務
院
台

湾
弁
公
室
を
担
当
と
し
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
を
ト
ッ
プ
と
す
る
党
中

央
台
湾
工
作
領
導
小
組
が
最
終
決
定
を
行
う
。

　

中
国
と
台
湾
は
お
互
い
の
主
権
を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
例
え
ば

政
府
機
関
の
国
務
院
台
湾
弁
公
室
と
大
陸
委
員
会
が
公
式
協
議
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
民
間
団
体
の
海
峡
両
岸
関
係
協
会
（
中

国
）
と
海
峡
交
流
基
金
会
（
台
湾
）
が
代
わ
り
に
諸
問
題
を
話
し
合

う
仕
組
み
だ
。
馬
英
九
政
権
が
誕
生
し
た
二
〇
〇
八
年
以
降
、
両
会

の
ト
ッ
プ
が
半
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
定
期
協
議
を
開
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
中
国
語
で「
白
手
套
」（
白
い
手
袋
）と
呼
ば
れ
る
手
法
で
、

事
実
上
政
府
機
関
で
あ
る
両
会
の
実
態
を
隠
す
た
め
に
民
間
団
体
と

朝
日
新
聞
国
際
編
集
部
次
長

野
嶋
剛

の
じ
ま
　
つ
よ
し
　

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
上
智
大
学
卒
業
後
、
朝
日
新

聞
社
入
社
。
佐
賀
支
局
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
特
派
員
、

東
京
本
社
政
治
部
記
者
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
七
〜

一
〇
年
台
北
特
派
員
。著
書
に『
イ
ラ
ク
戦
争
従
軍
記
』

『
ふ
た
つ
の
故
宮
博
物
院
』
が
あ
る
。

「
先
易
後
難
」に
乗
じ
る

台
湾
の
対
中
戦
略

「
先
に
簡
単
な
こ
と
を
進
め
、
後
に
難
し
い
問
題
を
解
決
し
よ
う
」

―
―
中
国
に
お
け
る
対
台
湾
政
策
の
変
化
と
共
鳴
し
な
が
ら
、

馬
英
九
政
権
は
し
た
た
か
に
実
利
を
獲
得
し
、

台
湾
の
新
し
い
立
ち
位
置
を
築
き
つ
つ
あ
る
。



61

「和諧」後の中国

い
う
「
手
袋
」
を
は
め
て
握
手
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
い
を
寄
せ
る
中
国
、
し
た
た
か
な
台
湾

　

こ
う
し
た
中
台
関
係
は
国
際
社
会
の
注
目
を
集
め
な
が
ら
も
、「
一

つ
の
中
国
」「
両
岸
同
胞
」
な
ど
、
通
常
の
外
交
分
野
で
は
使
わ
れ

な
い
特
殊
な
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
飛
び
交
う
た
め
、
一
見
複
雑
で
難
解

そ
う
に
映
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
男
女
関
係
に
言
い
換
え
る
と
比

較
的
わ
か
り
や
す
く
頭
に
入
っ
て
く
る
。

　

男
性
（
中
国
）
は
女
性
（
台
湾
）
に
思
い
を
寄
せ
て
い
て
、
で
き

れ
ば
い
ま
す
ぐ
に
で
も
結
婚
（
統
一
）
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
女

性
の
ほ
う
は
、
こ
の
男
性
と
は
育
ち
や
考
え
方
も
（
政
治
体
制
や
思

想
信
条
）
も
か
な
り
違
う
の
で
結
婚
（
統
一
）
は
絶
対
に
ノ
ー
だ
が
、

男
性
は
そ
れ
な
り
に
お
金
（
経
済
規
模
）
を
持
っ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
（
経
済
成
長
）
は
順
調
の
よ
う
だ
し
、
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
投

資
や
経
済
交
流
）
を
く
れ
そ
う
な
の
で
、
そ
れ
な
り
に
仲
良
く
し
た

い
と
は
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
女
性
側
は
あ
く
ま
で
お
友
達
の
関
係
（
現
状
維
持
）
で

と
ど
め
て
い
た
い
。
男
性
は
女
性
の
そ
ん
な
し
た
た
か
な
気
持
ち
も

よ
く
わ
か
っ
て
、内
心
で
は
い
ら
い
ら
し
て
い
る
が
、無
理
強
い
（
武

力
行
使
）
す
れ
ば
女
性
の
気
持
ち
が
離
れ
る
だ
け
だ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
。
結
婚
（
統
一
）
は
心
の
中
で
決
め
た
自
分
へ
の
誓
い
（
中
華

人
民
共
和
国
憲
法
で
台
湾
は
不
可
分
の
領
土
と
規
定
）
な
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
い
が
、
当
分
は
口
に
出
さ
な
い
で
で
き
る
だ
け

優
し
い
態
度
を
と
り
続
け
、
多
少
時
間
は
か
か
っ
て
も
女
性
の
気
持

ち
を
な
ん
と
か
自
分
の
ほ
う
に
引
き
寄
せ
た
い
。

　

や
や
不
謹
慎
だ
が
、
中
台
の
実
情
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

胡
錦
濤
政
権
に
な
り
、
中
国
の
対
台
湾
政
策
で
起
き
た
最
大
の
変

化
は
「
平
和
的
発
展
」
と
い
う
概
念
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
、
従
来

唱
え
て
き
た「
統
一
促
進
」を
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
し
た
こ
と
だ
。「
平

和
的
発
展
」
は
諸
外
国
の
中
国
脅
威
論
を
意
識
し
た
胡
錦
濤
政
権
の

対
外
政
策
の
基
本
姿
勢
だ
が
、
台
湾
政
策
に
お
い
て
「
統
一
か
独
立

か
」
の
二
元
論
以
外
の
選
択
肢
を
示
し
た
点
が
新
し
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
中
国
が
台
湾
問
題
の
長
期
化
を
受
け
入
れ
、
経
済
、
文

化
、
民
間
、
軍
事
、
政
治
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
じ
っ
く
り
と
、
一

歩
ず
つ
、
台
湾
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
戦
略
転
換
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
一
地
方
」
と
い
う

台
湾
住
民
が
侮
辱
的
に
感
じ
る
用
語
の
使
用
も
控
え
、
中
国
も
台
湾

も
「
同
じ
中
華
文
化
を
持
つ
同
胞
」
と
い
う
平
等
感
を
に
じ
ま
せ
た

表
現
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
進
ん
だ
台
湾
の
民
主
化
と
、

李
登
輝
・
陳
水
扁
両
政
権
下
で
「
台
湾
本
土
化
」
へ
の
意
識
変
化
が
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台
湾
社
会
で
進
行
し
た
た
め
、
武
力
行
使
を
ち
ら
つ
か
せ
た
「
統
一

促
進
」
は
逆
効
果
に
な
る
と
の
反
省
か
ら
導
か
れ
た
胡
錦
濤
指
導
部

の
結
論
が
あ
っ
た
。

　
「
平
和
的
発
展
」
を
対
台
湾
政
策
の
主
軸
に
置
い
た
中
国
は
ま
ず

二
〇
〇
五
年
に
当
時
野
党
だ
っ
た
国
民
党
と
の
歴
史
的
和
解
を
演
出

し
、「
中
国
と
付
き
合
え
る
の
は
国
民
党
」
と
い
う
現
実
を
台
湾
社

会
に
突
き
つ
け
た
。
独
立
志
向
を
強
め
る
民
進
党
・
陳
水
扁
政
権
に
対

し
て
は
米
国
を
味
方
に
つ
け
て
国
際
社
会
で
も
孤
立
さ
せ
、
〇
八
年
の

国
民
党
・
馬
英
九
圧
勝
の
陰
の
立
て
役
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年

末
に
は
「
平
和
的
発
展
」
政
策
の
具
体
案
で
あ
る
「
胡
六
点
」
と
呼
ば

れ
る
台
湾
政
策
を
発
表
し
、
経
済
、
文
化
、
民
間
交
流
を
軸
に
中
台
関

係
を
育
て
る
穏
健
的
な
ス
タ
ン
ス
を
い
っ
そ
う
強
調
し
た
。

　

背
後
に
は
、
中
国
の
経
済
成
長
と
大
国
化
が
続
く
限
り
、
台
湾
が

独
立
さ
え
し
な
け
れ
ば
「
時
間
は
中
国
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
」
と

い
う
判
断
が
中
国
側
に
あ
る
。「
時
間
有
利
論
」
は
中
国
人
の
台
湾
政

策
に
か
か
わ
る
人
間
た
ち
に
共
通
す
る
確
信
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。

企
業
の
対
中
進
出
は
台
湾
経
由
で

　

中
国
側
の
「
時
間
」
に
対
す
る
余
裕
は
、
馬
英
九
政
権
に
対
し
て

中
国
側
が
提
起
し
た
中
台
関
係
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
先
易
後
難
」

に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
「
先
に
簡
単
な
こ
と
を
進
め
、
後
に
難
し
い
問
題
を
解
決
し
よ
う
」

と
い
う
意
味
で
、
難
度
が
低
い
経
済
を
先
行
さ
せ
、
難
し
い
政
治
問

題
は
後
で
取
り
組
め
ば
い
い
と
い
う
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
馬
英
九
政
権
の
対
中
政
策
も
、
こ
う
し
た
中
国
の
発

想
を
十
分
に
研
究
し
、
織
り
込
ん
だ
う
え
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
核
心
部
分
は
「
三
つ
の
ノ
ー
」
と
、「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ

ン
サ
ス
の
遵
守
」
の
二
つ
の
政
策
に
よ
っ
て
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
馬
英
九
総
統
が
二
〇
〇
八
年
の
選
挙
活
動
期
間
中
か
ら
表
明

し
て
い
た
も
の
で
、
中
国
に
対
す
る
一
種
の
精
神
安
定
剤
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　
「
三
つ
の
ノ
ー
」
は
「
統
一
し
な
い
、
独
立
し
な
い
、
武
力
行
使

し
な
い
」
で
あ
り
、
中
国
側
は
こ
の
中
の
「
独
立
し
な
い
」
の
部

分
を
台
湾
側
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
受
け
止
め
た
。「
一
九
九
二
年

コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
は
、
中
台
間
で
政
治
体
制
は
異
な
る
も
の
の
、

「
中
国
は
一
つ
」
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

一
九
九
二
年
中
台
協
議
の
合
意
事
項
で
、李
登
輝
時
代
の
「
二
国
論
」

や
陳
水
扁
時
代
の「
一
辺
一
国
」と
明
確
に
一
線
を
画
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
。

　

中
国
の
嫌
悪
す
る
「
独
立
」
や
「
分
裂
」
の
可
能
性
を
排
除
す
る

こ
と
で
、
中
国
と
の
経
済
関
係
を
全
面
的
に
強
化
し
、「
両
岸
平
和

の
配
当
」
に
よ
っ
て
台
湾
経
済
の
成
長
と
国
際
社
会
へ
の
参
加
を
遂
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げ
、
安
定
的
な
政
権
運
営
を
目
指
す
こ
と
が
馬
英
九
政
権
の
基
本
戦

略
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

馬
英
九
政
権
で
中
国
問
題
を
担
当
す
る
幹
部
は
、
政
権
発
足
時
、

筆
者
に
こ
う
語
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、
中
国
に
何
も
渡
さ
ず
、
で
き
る
だ
け

引
き
出
す
戦
い
だ
」

　

そ
の
言
葉
通
り
、
台
湾
は
中
国
か
ら
多
く
の
「
善
意
」
を
受
け
取

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
中
国
人
観
光
客
の
開
放
と

中
台
直
航
路
線
が
就
航
し
、
〇
九
年
に
は
国
連
機
関
の
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
実
現
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
陳
水
扁
政
権
が
ど
れ
だ
け
求
め
て
も
中
国
が
頑
と
し
て

首
を
タ
テ
に
振
ら
な
か
っ
た
も
の
だ
。
現
在
、
一
日
平
均
三
五
〇
〇

人
の
中
国
人
観
光
客
が
台
湾
を
訪
れ
、
中
台
直
航
便
は
週
三
〇
〇
便

近
い
。台
湾
に
と
っ
て
最
も
わ
か
り
や
す
い「
成
果
」と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
か
ら
は
毎
月
の
よ
う
に
省
レ
ベ
ル
の「
買
い
物
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
台
湾
を
訪
れ
、
工
業
製
品
や
農
産
品
を
ま
と
め
て
買
い
付
け
て
い

く
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
は
中
台
経
済
の
一
体
化
を
促
進
す
る

両
岸
経
済
枠
組
み
協
定
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
が
発
効
。
中
台
間
で
初
め
て

結
ば
れ
た
「
国
レ
ベ
ル
」
の
取
り
決
め
と
な
っ
た
。

　

台
湾
側
が
思
い
描
く
中
台
関
係
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
像
は
、
中
国

一
三
億
の
巨
大
市
場
と
生
産
拠
点
を
後
背
地
に
置
く
台
湾
の
地
理
的

優
位
性
を
活
用
し
、台
湾
を
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
中
進
出
の
た
め
の「
跳

板
（
踏
み
台
）」
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
な
ど
で
中
国
と
経
済
関
係
が「
零
距
離
」（
台
湾
経
済
部
）

に
な
っ
た
こ
と
を
利
用
し
、
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
企
業
が
中

国
に
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
と
き
、
台
湾
企
業
と
組
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
台
湾
の
狙
い
だ
。
最
近
日
本
を
訪
れ
る
台
湾
側
の
経
済
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
し
き
り
に
「
日
台
連
携
」
の
ス
キ
ー
ム
を
持
ち
か
け
て
い

る
。
中
国
進
出
の
リ
ス
ク
は
高
い
。
大
陸
経
験
が
豊
富
で
、
中
国
側

か
ら
特
別
待
遇
を
受
け
や
す
い
台
湾
企
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
る
こ

と
に
関
心
を
示
す
日
本
企
業
も
少
な
く
な
い
。

　

政
権
発
足
以
降
、
中
台
関
係
に
つ
い
て
は
非
常
に
順
調
に
運
営
し

て
き
た
馬
英
九
総
統
だ
が
、
内
政
面
で
は
災
害
対
応
な
ど
で
つ
ま
ず

き
、
支
持
率
は
低
迷
し
、
地
方
選
挙
や
立
法
院
（
国
会
）
の
補
選
で

連
敗
が
続
い
た
。
当
選
直
後
の
圧
倒
的
な
支
持
基
盤
は
失
わ
れ
、
野

党
・
民
進
党
か
ら
「
親
中
」
批
判
を
受
け
や
す
い
対
中
関
係
で
の
譲

歩
は
次
第
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

平
和
協
定
締
結
を
め
ぐ
る
馬
総
統
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
　

　

中
国
側
か
ら
見
れ
ば
、「
先
易
後
難
」
の
「
先
易
」
に
あ
た
る
経

済
は
か
な
り
前
進
し
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
「
後
難
」
に
あ
た
る
政
治

対
話
に
も
踏
み
込
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
馬
英
九
総
統
は
一
向
に
応
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じ
る
構
え
を
見
せ
な
い
。
馬
英
九
総
統
は
実
は
「
平
和
的
分
裂
」
を

企
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
―
―
最
近
、
中
国
で
は
強
硬
派
の
論

者
を
中
心
に
、
こ
ん
な
疑
念
も
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
〇
月
中
旬
、
馬
英
九
総
統
の
側
近
中
の
側
近
で
、
来
年
一
月
に
控

え
た
総
統
選
の
責
任
者
を
務
め
る
金
溥
聡
氏
が
訪
日
し
た
。
総
統
の
名

代
と
し
て
日
本
の
政
界
・
財
界
な
ど
の
有
力
者
を
訪
問
し
、
現
政
権
の

対
中
政
策
に
対
し
て
日
本
側
の
肯
定
を
得
よ
う
と
い
う
狙
い
だ
っ
た
。

　

筆
者
は
金
氏
と
都
内
の
ホ
テ
ル
で
会
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。
金
氏
に
対
し
、「
中
国
側
は
経
済
部
門
で
の
『
善
意
』
を
受
け

取
る
だ
け
の
馬
総
統
に
い
ら
だ
ち
を
強
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
金
氏
は
こ
ん
な
ふ
う
に
中
国
側
の
馬
総
統
へ
の

懸
念
を
牽
制
し
て
み
せ
た
。

　
「
馬
総
統
に
同
情
す
る
よ
。
国
内
で
は
『
親
中
』
と
疑
わ
れ
、
中

国
か
ら
は
『
分
裂
』
だ
と
疑
わ
れ
る
な
ん
て
。
は
っ
き
り
言
え
る
の

は
、
も
し
両
岸
関
係
が
（
政
治
対
話
な
ど
）
目
先
の
利
益
だ
け
を
考

慮
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
大
陸
は
絶
対
に
満
足
し
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
大
陸
は
大
き
く
、
台
湾
は
小
さ
い
。
大
陸
は

利
益
で
は
な
く
、『
仁
』
の
精
神
で
台
湾
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
」

　

要
す
る
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
分
を
す
ぐ
に
返
せ
と
い
う
よ
う
な

姿
勢
で
は
、
台
湾
は
中
国
と
「
結
婚
」
ど
こ
ろ
か
「
お
付
き
合
い
」

も
難
し
く
な
る
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

　

で
は
、
現
時
点
で
中
国
側
は
馬
英
九
政
権
に
何
を
期
待
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は「
敵
対
状
態
の
終
結
」と「
平
和
協
定
の
締
結
」

で
あ
る
。
馬
英
九
総
統
が
二
〇
一
二
年
一
月
の
選
挙
で
勝
利
し
、
二

期
目
に
入
っ
た
と
き
、
中
国
側
は
是
が
非
で
も
一
九
四
〇
年
年
代
以

来
の
国
共
内
戦
の
敵
対
状
態
を
正
式
に
終
結
さ
せ
て
平
和
協
定
を
締

結
し
て
、中
台
関
係
改
善
の
歴
史
的
な
一
里
塚
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
国
の
意
向
を
見
越
し
た
台
湾
側
は
先
手
を
打
つ
作
戦
に

打
っ
て
出
た
。
馬
英
九
総
統
は
一
〇
月
一
七
日
、「
黄
金
一
〇
年
」

と
題
し
た
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
事
実
上
の
選
挙
公
約
と
し
て

「
一
〇
年
以
内
に
中
国
と
平
和
協
定
を
締
結
す
る
可
能
性
を
排
除
し

な
い
」
と
述
べ
、
一
、
台
湾
民
意
（
原
文
・
国
民
）
の
支
持
、
二
、

台
湾
社
会
（
同
・
国
家
）
の
ニ
ー
ズ
、
三
、
立
法
院
（
同
・
国
会
）

に
よ
る
監
督
、
を
締
結
の
前
提
条
件
に
挙
げ
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
中
国
に
と
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
満
足
の
い
く
も
の

だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
三
日
後
の
二
〇
日
、
馬
英
九
総
統
は
「
民
意

の
支
持
」
の
具
体
的
方
法
が
住
民
投
票
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
馬
英
九
総
統
の
平
和
協
定
の
発
言
に
対
し
、
台
湾
内
で
批
判

の
声
が
上
が
り
、
金
氏
を
中
心
と
す
る
選
対
チ
ー
ム
内
の
要
望
で
急

き
ょ
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
は
、
い
っ
た
ん
は
喜
ん
だ

顔
に
冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
だ
ろ
う
。
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「和諧」後の中国
　

中
国
は
台
湾
の
住
民
投
票
に
は
極
め
て
神
経
質
だ
。
陳
水
扁
政
権

時
代
の
国
連
加
盟
に
関
す
る
住
民
投
票
の
試
み
も
特
に
舌
鋒
鋭
く
批

判
し
て
い
た
。
住
民
投
票
が
定
着
す
る
と
台
湾
の
自
主
的
な
意
思
決
定

の
場
と
な
る
た
め
、
将
来
の
統
一
に
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
だ
か
ら

だ
。こ
の
あ
た
り
に
台
湾
の
対
中
政
策
の
難
し
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

中
国
と
の
関
係
改
善
は
推
し
進
め
た
い
の
で
、中
国
側
が
熱
望
す
る「
平

和
協
定
を
結
ぶ
」に
も
前
向
き
だ
と
い
う
ポ
ー
ズ
は
取
り
た
い
。
だ
が
、

選
挙
で
落
ち
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
の
で
、
中
国
も
文
句
を
つ

け
に
く
い
「
民
意
」
を
盾
に
事
実
上
は
実
現
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で

ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
台
湾
内
部
の
批
判
を
封
じ
て
お
く
。

　

平
和
協
定
を
め
ぐ
る
馬
総
統
の
一
連
の
発
言
に
は
そ
ん
な
バ
ラ
ン

ス
感
覚
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
台
湾
の
対
中
関
係
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
か
ら
、日
本
も
学
ぶ
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
国
は
警
戒
す
べ
き
だ
が
、
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー

　

考
え
て
み
れ
ば
、日
本
と
台
湾
は
構
図
的
に
は
似
た
立
場
に
あ
る
。

台
湾
の
対
中
貿
易
依
存
度
は
極
め
て
高
い
。
つ
ま
り
経
済
面
で
中
国

な
し
で
は
生
存
し
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
安
全
保
障

上
、
中
国
は
仮
想
敵
国
の
ま
ま
で
あ
り
、
空
母
就
航
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
中
国
の
積
極
的
な
軍
備
拡
大
に
対
し
て
は
強
い
脅
威
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
主
語
を
台
湾
か
ら
日
本
に
置
き
換
え
て

も
、
ま
っ
た
く
違
和
感
が
な
い
話
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
も
台
湾
も
米
国
を
後
ろ
盾
に
反
共
の
砦
と
し
て

安
定
政
権
の
も
と
で
経
済
成
長
を
遂
げ
た
。
だ
が
、
米
国
の
弱
体
化

と
中
国
の
大
国
化
は
否
定
で
き
な
い
現
実
で
、
中
国
と
の
経
済
の
相

互
依
存
関
係
は
年
を
追
う
ご
と
に
深
ま
る
ば
か
り
。「
敵
で
も
味
方
で

も
な
い
、
警
戒
す
べ
き
だ
が
、
非
常
に
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る

中
国
と
は
、
今
後
も
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、
台
湾
が
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
中
国
が
台
湾
を
「
自
国

の
領
土
」
と
み
な
し
、
そ
の
将
来
的
な
統
一
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る

代
価
を
惜
し
ま
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
人
と
っ
て
は
や
や

理
解
し
が
た
い
部
分
が
あ
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
の
内
部
論
理
と

歴
史
を
理
解
す
れ
ば
、
台
湾
問
題
が
い
か
に
特
別
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ

る
か
を
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
重
要
性
が
、
時
に
は
武
力
行
使
の
よ

う
な
強
硬
手
段
に
な
り
、
時
に
は
限
り
な
い
「
善
意
」
と
な
っ
て
表

現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
薄
氷
の
上
を
歩
く
よ
う
な
危
う
い
対
中
関
係
の
舵
取
り

は
、
来
年
一
月
の
総
統
選
挙
で
馬
英
九
氏
が
続
投
を
決
め
た
と
し
て

も
、
民
進
党
候
補
の
蔡
英
文
氏
が
選
ば
れ
た
と
し
て
も
、
台
湾
の
指

導
者
に
と
っ
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
だ
。
今
後
も
台
湾
の
動
向
は

日
本
を
含
め
て
中
国
と
き
び
す
を
接
す
る
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て

最
良
の
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
■


